
 

ひびきコンテナターミナル株式会社 

Ⅰ 法人の概要（令和 4 年 4 月 1 日現在） 

1 所 在 地    北九州市若松区響町三丁目地先 

2 設 立 年 月 日    平成 16 年 1 月 26 日 

3 代 表 者    代表取締役  深江 昭一  

4 資 本 金    10,000 千円 

5 北九州市の出資金    1,000 千円（出資の割合 10.0％） 

6 役 職 員 数 

 
人    数 

合 計 うち本市からの派遣 うち本市退職者 うちその他 

役 員 9 人 1 人 0 人 8 人 

 常 勤 1 人 0 人 0 人 1 人 

 非常勤 8 人 1 人 0 人 7 人 

職 員 9 人 0 人 0 人 9 人 

 

 

Ⅱ 令和３年度事業実績 

ひびきコンテナターミナル株式会社は、北九州市からひびきコンテナターミナルにおける各種申請の受

付等のターミナルの運営に係る補助業務及び荷役機械のメンテナンス等の関連施設の性能維持外業務を受

託し、実施している。 

令和 3 年度の業務概要は、市からの受託業務を適切に実施し、令和 3 年度の売上高は 262,289 千円、経

常利益は 21,519 千円、当期純利益は 15,301 千円となった。 

 

 ○ 事業内容 

  ・コンテナターミナル及びそれに付随する関連施設の管理運営補助業務 

  ・コンテナターミナル及びそれに付随する関連施設の性能維持外業務 

  ・電気工事業 

  ・前項に付帯関連する事業 

 

 ○ ひびきコンテナターミナルの状況 

ひびきコンテナターミナルにおいては、長引く新型コロナウイルス禍の影響で寄港が想定より減り、

国際定期コンテナ貨物の取扱量は伸びを欠いている状況となったが、新たにタンクコンテナによる

LNG 輸出も本格的に始まり、取扱本数は 45,892TEU と前年同期に比べ 1%の伸びとなった。 

また、響灘地区には企業進出が相次いでおり、今後更なるターミナルの利活用が期待される。 

   港湾施設については、点検調査やガントリークレーンの効果的な延命化手法、フルメンテナンス方

式の効果検証など予防保全型管理を推進し、施設の信頼性向上と維持管理コストの縮減に努めている。 



 

Ⅲ 令和３年度決算 

貸 借 対 照 表 

（令和 4 年 3月 31 日現在） 

                          (単位：千円) 

科 目 金 額 科 目 金 額 

（資 産 の 部） 
流 動 資 産 
 現 金 預 金 
 作 業 未 収 入 金 
 貯 蔵 品 
 そ の 他 流 動 資 産 
 
 
 

263,660 
227,884 
24,537 
11,170 

69 
 
 

（負 債 の 部） 
流 動 負 債 
 作 業 未 払 金 
 未 払 金 
 未 払 費 用 
 未 払 法 人 税 等 
 未 払 消 費 税 
 預 り 金 
 

60,492 
43,981 
12,242 

89 
2,166 
1,889 

125 

固 定 資 産 
 有 形 固 定 資 産 
  工 具 器 具 備 品 他 
 

1,081 
1,034 
1,034 

 

固 定 負 債 
 長 期 未 払 金 
 

1,592,364 
1,592,364 

投 資 そ の 他 の 資 産 
 そ の 他 

47 
47 

負 債 合 計 1,652,856 

  

（純 資 産 の 部） 
株 主 資 本 
 資 本 金 
 
 利 益 剰 余 金 
  そ の 他 利 益 剰 余 金 
   繰 越 利 益 剰 余 金 
 

10,000 
10,000 

 
▲1,398,115 
▲1,398,115 
▲1,398,115 

  純 資 産 合 計 ▲1,388,115 

資 産 合 計 264,741 負債及び純資産合計 264,741 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

損 益 計 算 書 

自 令和 3 年 4 月 1 日 

至 令和 4 年 3 月 31 日 

(単位：千円) 

 

 

科 目 金 額 

作 業 収 入 

作 業 原 価 
 

262,289 

205,263 

 作 業 総 利 益 

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 
 

57,026 

36,470 

 営 業 利 益 

営 業 外 損 益 

 受 取 利 息 ・ そ の 他 

 

 

 

20,556 

 

963 

経 常 利 益  21,519 

税 引 前 当 期 純 利 益 

法 人 税、住 民 税 及び 事 業 税 
 

21,519 

6,218 

当 期 純 利 益  15,301 



 

Ⅳ 令和４年度事業計画 

令和 4 年度についても、北九州市からひびきコンテナターミナルの管理運営にかかる業務を受託し、実

施する。 

ひびきコンテナターミナルは供用開始から 17 年を経過し、施設及び設備の老朽化が進んでいることか

ら、必要最小限の部品交換等、適切なメンテナンスを実施し、施設等の長寿命化に繋げていきたいと考え

ている。 

ひびきコンテナターミナルの機能を十分発揮させ、常に良好な状態に保持するとともに、施設を公正、

公平かつ効率的に運営することによって、ひびきコンテナターミナルの利用者の利便の増進を図るよう努

めてまいりたい。 

 

 

Ⅴ 令和４年度予算 

 

想定事業収支 

自 令和 4 年 4 月 1 日 

至 令和 5 年 3 月 31 日 

(単位：千円)  

科 目 金 額 

作 業 収 入 265,488 

作 業 原 価 205,665 

販売費及び一般管理費 39,223 

営 業 利 益 20,600 

営 業 外 収 益 0 

経 常 利 益 20,600 

 

 



 

Ⅵ 役 員 名 簿 

令和 4 年 7 月 1 日現在 

役 職 名 氏    名 備    考 

代 表 取 締 役 山 並 博 光 株式会社上組 八幡支店長 

取 締 役 タン ケー チャイ CEO, PSA NE Asia Region 

〃 京  極  明  博 株式会社上組 八幡支店 アドバイザー 

〃 リン チン チュアン CFO, PSA NE Asia Region 

〃 中 本 竜 彦 山九株式会社 若松支店長 

〃 那 口  洋 日本通運株式会社 ひびき海運支店長 

〃 猪 俣 智 己 日鉄物流八幡株式会社 物流営業部長 

〃 佐  溝  圭 太 郎 北九州市港湾空港局長 

監 査 役 田 中 芳 幸 
山九株式会社 九州エリア統括部 

経理グループ グループマネージャー 

 


